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新型コロナウイルス感染症との戦い……
令和２年度決算審査………………………
ここが聞きたい 本会議一般質問　町政を問う…………
知れば得する“ぎかい”のキホン 「監査委員の役割」………
追跡レポート 「前回の政策提言は生かされたのか」………
輝く地域の力 「子ども美術造形教室　はーとあーと」………
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お手持ちのパソコンやスマホなど

で議会中継をご覧いただけます。

録画でもご覧いただけます。

この広報は、議員の自主編集で発行しています。
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新型コロナウイルス   感染症との戦い
町はこれまでこんな対策をしてきました

利子補給

妊婦さんへマスク配布

給食費支援

税の納付期限延期
飲食業・酪農家等へ給付金

プレミアム商品券販売
地域応援券配布

PCR検査助成
詳しくは
こちらから

9月定例会の概要
期間　９月７日～16日（10日間）
内容　竹田雅彦議員（白鷹町アルカディア財団の今後の経営について）
　　　条例改正の専決１件、人事案件４件、令和２年度決算認定９件、補正予算７件、
　　　条例制定４件、請願２件、町道認定１件（全て全会一致で可決）

コロナ対策に新たな事業
飲食店利用促進 【事業費：1,600万円】

宿泊施設支援 【事業費：363万円】

感染拡大防止対策に必要な設備等の購入への支援など

ワクチン接種事業に協力した医療機関に協力金

コロナの影響で中止になった白鷹中3年生の
修学旅行のキャンセル料を保護者へ補助

ワクチン接種協力金 【事業費：250万円】

修学旅行キャンセル料補助金 【概算事業費：150万円】

4人以下の飲食に補助（同居家族は人数制限なし）

他、スタンプラリー事業も実施

補助金額：１人あたり　1,500円以上………500円割引
　　　　　　　　　　　3,000円以上……1,000円割引
　　　　　　　　　　　5,000円以上……2,000円割引

決
９月定例会で
決まりました

（主なもの）
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令和２年度　  決算審査は87質疑で審議
令
和
２
年
度
の
決
算
を
審
査

　議
会
で
可
決
し
た
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
を
審
査
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
行
政
効
果
や
経
済
効
果
を
精
査
し
、
審
査
し
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
は
、
後
年
度
の
予
算
編
成
や
行
政
執
行
に
生

か
さ
れ
ま
す
。

地方債（借金）の状況は

■その他地方債とは
　災害復旧や義務教育福祉施設整備などのための借り入れ。
　返済額の一部は普通交付税として国から町に交付される。
■臨時財政対策債とは
　国の財源不足を補うための地方の借り入れ。
　返済額の全額が普通交付税として国から町に交付される。
■過疎債とは
　過疎地域にあたる市町村限定で、発行が認められる借り入れ。
　返済額の約７割が普通交付税として国から町に交付され、残りの３割を町が負担する。

●地方債とは、町が会計年度を超えて行う借入れのことです。

その他地方債

臨時財政対策債

過疎債

（単位：万円）

（100万円未満は
　端数調整） 

令和２年度に行った主な投資的事業（万円未満は端数調整）
・東根地区コミュニティセンター大規模改修 5550万円
・御影地区ため池整備事業負担金 2646万円
・町道安全対策 3593万円
・防火水槽新設等 1370万円

・公立学校情報通信ネットワーク整備 5447万円
・鮎貝小学校プール改修 3320万円
・蚕桑小学校屋根改修 3210万円
・郷土資料館整備 １億3955万円

決算特別委員会

６
ペ
ー
ジ
か
ら
関
連
記
事

47億2000 53億6000 57億5500

67億4800 64億7900
30億3800 30億3700 30億1700

29億3300 28億330016億600 16億6300 20億2400
23億9700 25億8300

0億
20億
40億
60億
80億

100億
120億
140億

H28
93億6400

H29
100億6000

H30
107億9700

R1
120億7800

R2
118億9500

町税
12億29万円
10.9%

地方交付税
38億3383万円
34.9%

国庫支出金
26億6504万円
24.3%

その他
17億1224万円
15.6%

分担金及び使用料等
6528万円
0.6%

町債
７億7940万円

7.1%

県支出金
７億1962万円

6.6%

一般会計歳入
109億7570万円

町民税・固定資産税
軽自動車税・たばこ税
入湯税

議会運営・議員報酬など

特定の目的のために
国から補助されるお金

特定の目的のために
県から補助されるお金

各種料金・保育料
施設使用料など

寄付金・繰越金など

町の新たな借金

借金の返済

国に納める税金から
地方に分けられるお金

（万円未満は端数調整）

（万円未満は端数調整）

一般会計歳出
101億2004万円

総務費
26億7379万円
26.4%

民生費
20億6026万円
20.4%衛生費

７億2190万円
7.1%

労働費
2649万円
0.3%

農林水産業費
５億7991万円

5.7%

災害復旧費
３億5614万円

3.5%

教育費
９億94万円
8.9%消防費

４億343万円
4.0%

土木費
６億9560万円

6.9%

商工費
６億1673万円

6.1%

議会費
8851万円
0.9%

公債費
９億9633万円

9.8%

農林災害・道路
河川災害など

農業・畜産業・林業・
森林保全など

商業・工業・
観光・交流・
移住定住など

消防団・消防
施設・自主防
災など

道路・河川・
都市計画・
住宅・下水
道など

勤労者支援など

税務・戸籍管理・
情報処理・まちづ
くり推進・コミセ
ン・防災など

障がい者福祉・高齢
者福祉・子育て・福
祉医療など

保健活動・健康増進・母子保
健・環境保全・水道・病院など

学校・生涯学習・
芸術文化・図書
館・保健体育など
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会　計　項　目 歳入（収入） 歳出（支出） 議決
状況

一　般　会　計 109億7570万円 101億2004万円

全
員
賛
成
に
よ
り
認
定

特
別
会
計

十 王 財 産 区 370万円 19万円

下 水 道 4億6373万円 4億4853万円

国 民 健 康 保 険 14億9718万円 14億7352万円

農 業 集 落 排 水 1億5689万円 1億5163万円

介 護 保 険 16億7746万円 16億1314万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億6084万円 1億5878万円

事
業
会
計

水　　 道
収 益 的 3億2893万円 2億7917万円

資 本 的 1504万円 2億2838万円

病　　 院
収 益 的 10億9327万円 11億5933万円

資 本 的 2239万円 1億2554万円

合　　　　計 163億9513万円 157億5825万円

（万円未満は端数調整）
※「収益的」は事業に係る収入と支出。「資本的」は施設・設備に係る収入と支出。

各会計決算の議決状況
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区分・年度 令和２年度 令和元年度 平成30年度 説　　　　　明

財 政 力 指 数 0.293 0.292 0.288 高いほど自主財源の割合が高く、財政力が強い。

経常収支比率 89.2 88.9 89.2 低いほど独自の政策のために使えるお金が多い。

実質公債費比率 8.7 8.4 8.2 収入に対する負債返済の割合。

白鷹町の
財 政 力
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
町
内
企

業
へ
の
影
響
は

小
口
委
員

法
人
町
民
税

が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
14
・
３
％
、
約

１
０
０
０
万
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

町
内
企
業
へ
の
影
響
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

税
務
出
納
課
長

製
造
業
が

約
８
７
０

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

て
、
海
外
と
の
物
流
、
人

の
流
れ
な
ど
へ
の
影
響
か

ら
製
造
業
の
法
人
税
割
が

不
調
に
な
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
応
事
業
の
　

状
況
は

小
口
委
員

コ
ロ
ナ
対
応

と
し
て
実
施

し
た
固
定
資
産
税
な
ど
の

納
期
延
長
、
地
方
税
の
徴

収
猶
予
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

税
務
出
納
課
長

固
定
資
産

税
な
ど
に

つ
い
て
は
、
収
納
率
が
前

年
度
を
若
干
上
回
っ
た
の

で
有
効
で
あ
っ
た
。
地
方

税
に
お
い
て
は
、
令
和
２

年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３

年
１
月
30
日
ま
で
の
納
期

限
の
も
の
で
、
申
請
件
数

は
６
件
で
税
額
は
58
万
９

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

収
納
率
低
下
の
要
因
と

向
上
へ
の
考
え
は

小
口
委
員

町
税
全
体
の

収

納

率

が

93
・
７
％
と
若
干
低
下
し

て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

収
納
率
向
上
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

税
務
出
納
課
長

現
年
度
分

の
収
納
率

は
上
が
っ
て
い
る
が
、
滞

納
分
と
合
計
す
る
と
前
年

度
比
で
下
回
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
収
納
率
向
上

は
重
要
な
課
題
と
捉
え
、

県
と
の
共
同
催
告
や
、
訪

問
、
電
話
、
文
書
催
告
な

ど
の
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。

不
動
産
売
払
収
入
増
の

内
容
は

小
口
委
員

不
動
産
売
払

収
入
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
が
、
内

容
は
何
か
。

総
務
課
長

四
季
の
郷
の

住
宅
用
地
２

区
画
の
売
却
代
金
で
、
鮎

貝
土
地
区
画
整
理
組
合
か

ら
寄
付
を
受
け
た
も
の
が

完
売
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ

か
、
法
定
外
公
共
物
の
売

り
払
い
や
、
払
い
下
げ
な

ど
で
あ
る
。

歳　入
（町の収入）疑質

決算特別委員会

地方交付税の推移

  

 

H30 R１ R２

（万円未満は端数調整） 

39億円

38億円

37億円

36億円

35億円

34億円

33億円

34億4635
万円

34億4635
万円

34億6489
万円

34億6489
万円

38億3383
万円

38億3383
万円

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

法
人
町
民
税
が
減
収
す

る
な
ど
依
然
と
し
て
交

付
税
な
ど
へ
の
依
存
度

が
高
い
。
今
後
も
人
口

減
少
が
予
測
さ
れ
る
な

か
、
有
利
な
財
源
を
確

保
し
て
財
政
を
支
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
応
で
は

経
済
対
策
や
学
校
、
町

民
へ
の
支
援
策
が
講
じ

ら
れ
た
。

　
７
月
豪
雨
の
災
害
対

応
は
年
度
を
ま
た
ぎ
復

旧
工
事
が
進
む
。
情
報

伝
達
手
段
等
の
更
な
る

整
備
が
必
要
だ
。

　
学
校
関
連
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
が
整
い
、
住
民

生
活
で
は
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
町
外
延
伸
の

実
証
実
験
や
、
町
産
材

の
活
用
が
進
ん
だ
。

　
今
後
も
町
民
目
線
に

立
ち
、
声
を
聴
き
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
終
息
ま

で
力
強
い
施
策
の
展
開

を
望
む
。

笹原　俊一 議員

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
ま
で

力
強
い
施
策
の
展
開
を
望
む

賛
成

討
論

令
和
２
年
度
決
算
審
査
　
一
般
会
計
　
歳
入
（
収
入
）
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総
務
費

ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設

に
町
民
の
声
は

横
山
委
員

令
和
２
年
度

の
整
備
内
容

は
。
町
民
の
皆
様
の
ご
意

見
は
生
か
し
た
か
。

総
務
課
長

庁
舎
東
側
の

駐
輪
場
を
整

備
し
た
。

　
ま
た
、
町
民
の
方
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
駐

車
場
や
庁
舎
の
入
り
口
へ

の
看
板
設
置
、
照
明
の
増

設
、
ト
イ
レ
内
の
大
型
鏡

へ
の
目
隠
し
な
ど
を
行
っ

た
。
決
算
に
は
出
て
い
な

い
が
、
町
民
ラ
ウ
ン
ジ
へ

の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
設
置
の

要
望
が
あ
り
、
自
動
販
売

機
の
設
置
な
ど
も
行
っ
た
。

民
生
費

人
工
透
析
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
支
援

関
委
員

本
町
に
お
い
て
、

人
工
透
析
を
さ

れ
て
い
る
方
の
推
移
は
。

健
康
福
祉
課
長

常
に
変
動

す
る
よ
う

な
状
況
で
あ
る
。
５
年
前

は
30
名
、
現
在
は
36
名
と

な
っ
て
い
る
。

関
委
員

送
迎
に
つ
い
て

の
課
題
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

町
長

通
院
距
離
が
近
く

な
い
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
の

対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
で
き
る
限

り
の
応
援
を
し
て
い
き
た

い
。

高
齢
者
に
対
す
る
　
　

雪
下
ろ
し
支
援
策
は

金
田
委
員

高
齢
者
世
帯

雪
下
ろ
し
支

援
事
業
の
決
算
額
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
理
由
は

何
か
。

健
康
福
祉
課
長

例
年
の
実

績
を
見
な

が
ら
予
算
化
を
し
た
が
、

２
月
以
降
の
降
雪
が
少
な

か
っ
た
こ
と
が
要
因
と
し

て
把
握
し
て
い
る
。

金
田
委
員

町
民
か
ら
の

評
価
は
。

健
康
福
祉
課
長

１
件
あ
た

り
の
支
援

額
を
１
万
５
０
０
０
円
か

ら
１
万
８
０
０
０
円
に
引

き
上
げ
た
こ
と
で
、
必
要

と
す
る
方
に
は
必
要
な
支

援
が
行
き
届
い
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

衛
生
費

塩
分
の
取
り
過
ぎ
か

竹
田
委
員

新
事
業
で
あ

る
推
定
食
塩

摂
取
量
検
査
事
業
の
実
績

と
課
題
は
。

健
康
福
祉
課
長

約
１
５
５

０
人
に
検

査
を
行
っ
た
。
男
性
の
適

正
塩
分
摂
取
量
は
７
・
５

ｇ
だ
が
、
適
正
値
以
下
が

８
２
３
人
中
１
１
５
人

（
約
14
％
）、
女
性
は
６
・

５
ｇ
だ
が
、
適
正
値
以
下

が
７
２
８
人
中
59
人
（
約

８
％
）
だ
け
で
あ
っ
た
。

男
女
合
わ
せ
て
88
・
８
％

が
適
正
量
を
超
え
て
お
り
、

平
均
す
る
と
男
性
９
・
８

ｇ
、女
性
９
・
４
ｇ
。
少
々

高
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
思

う
。
こ
の
検
査
も
あ
る
程

度
続
け
て
結
果
を
集
め
、

分
析
し
、
今
後
の
健
康
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
。

労
働
費

正
社
員
化
支
援
の
実
績

と
課
題

横
山
委
員

正
社
員
化
促

進
事
業
奨
励

金
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

１
６
５
万
円
に
対
し
て
実

績
は
15
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

事
業
の
実
績
と
課
題
は
。

商
工
観
光
課
長

１
事
業
所

２
名
の
方

が
正
社
員
と
な
ら
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
正
社
員

化
が
難
し
い
状
況
の
な
か
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
と

思
う
。

農
林
水
産
業
費

補
助
事
業
採
択
に
　
　

向
け
て
ど
う
進
め
る
か

金
田
委
員

園
芸
大
国
や

ま
が
た
産
地

育
成
支
援
事
業
の
決
算
額

が
、
大
幅
な
減
少
と
な
っ

た
要
因
は
何
か
。

農
林
課
長

予
算
要
望
額

の
大
き
い
事

業
に
つ
い
て
、
要
望
さ
れ

た
方
か
ら
の
取
り
下
げ
が

あ
っ
た
た
め
。

金
田
委
員

取
り
下
げ
は

仕
方
な
い
が
、

今
後
、
補
助
事
業
採
択
に

向
け
た
対
策
は
。

農
林
課
長

事
業
要
望
調

査
を
継
続
し

な
が
ら
、
農
業
者
の
方
と

緊
密
な
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

歳　出
（町の支出）疑質

令
和
２
年
度
決
算
審
査
　
一
般
会
計 

歳
出
（
支
出
）
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境
界
明
確
化
の
実
績

笹
原
委
員

森
林
境
界
明

確
化
の
実
績

は
。

農
林
課
長

予
定
し
て
い

た
中
山
地
区

が
７
月
豪
雨
の
影
響
で
実

施
で
き
ず
、
萩
野
地
区
で

※
林
地
台
帳
の
整
備
を

行
っ
た
。

笹
原
委
員

航
空
レ
ー
ザ

測
量
の
考
え

は
。

農
林
課
長

明
確
化
作
業

を
進
め
る
う

え
で
有
効
な
手
段
。
県
と

の
共
同
実
施
も
模
索
し
た

が
、
現
在
は
単
独
実
施
の

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

※
林
地
台
帳

　
地
域
森
林
計
画
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
民
有
林
で
、

森
林
の
境
界
や
土
地
所
有

者
な
ど
に
関
す
る
台
帳

進
む
町
産
材
活
用

笹
原
委
員

町
産
材
等
木

造
建
築
推
進

補
助
金
の
実
績
は
。

農
林
課
長

総
数
は
21
件
。

内
訳
は
住
宅

が
18
件
、
そ
の
内
新
築
が

７
件
、
付
属
建
物
は
３
件
。

さ
ら
に
町
産
材
の
使
用
件

数
は
13
件
か
ら
ご
活
用
い

た
だ
い
た
。

笹
原
委
員

町
産
材
は
価

格
が
高
い
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、
補
助

金
が
活
用
さ
れ
た
理
由
は
。

ま
た
拡
充
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長

町
内
の
大

工
さ
ん
自

ら
営
業
し
た
結
果
で
は
な

い
か
と
捉
え
て
い
る
。

農
林
課
長

今
後
、
需
要

が
高
ま
れ
ば

拡
充
も
あ
る
。

商
工
費

鮎
は
増
え
た
の
か

竹
田
委
員

鮎
漁
獲
量
拡

大
推
進
事
業

の
成
果
は
。
今
年
度
は
。

商
工
観
光
課
長

少
し
大
き

め
の
鮎
を

２
９
０
㎏
、
約
２
万
匹
を

10
カ
所
に
分
け
て
放
流
し

た
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
駆

除
大
会
も
ロ
ン
グ
ラ
ン
で

行
い
、
２
６
５
匹
、
１
１

５
㎏
ほ
ど
駆
除
し
た
が
、

鮎
の
漁
獲
量
は
約
３
５
０

０
匹
ほ
ど
で
、
令
和
元
年

の
78
％
。

　
今
年
度
は
、
の
べ
１
８

０
人
近
い
釣
り
人
が
約
１

千
匹
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を

駆
除
し
た
が
、
鮎
の
漁
獲

量
は
見
込
み
よ
り
少
な
い
。

町
長

駆
除
に
は
相
当
な

時
間
が
か
か
る
が
、

頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
ヤ
ナ
場
を
生
か

す
た
め
に
大
切
だ
と
思
っ

て
い
る
。

土
木
費

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
　

撤
去

小
口
委
員

危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
撤
去

促
進
事
業
の
実
績
件
数
と

申
請
の
経
緯
は
。

建
設
課
長

十
王
地
区
で

１
件
、
畔
藤

地
区
で
１
件
の
合
計
２
件

と
な
っ
て
お
り
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
報
を

ご
覧
い
た
だ
い
て
の
申
請

と
思
わ
れ
る
。

消
防
費

地
域
防
災
の
充
実

横
山
委
員

地
域
防
災
活

動
強
化
支
援

事
業
の
補
助
金
約
40
万
円

は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
。

総
務
課
長

各
地
区
の
自

主
防
災
組
織

の
防
災
訓
練
な
ど
に
支
援

す
る
も
の
。研
修
会
や
訓
練

の
ほ
か
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
、ベ
ス

ト
な
ど
の
購
入
が
あ
っ
た
。

横
山
委
員

自
主
防
災
組

織
の
活
動
が

共
有
さ
れ
て
下
支
え
に
な

れ
ば
良
い
と
思
う
。
共
に

参
加
し
合
う
な
ど
、
つ
な

が
り
の
部
分
が
あ
っ
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

自
主
防
災
組

織
の
連
絡
協

議
会
で
も
周
知
し
て
い
る

が
、
地
区
で
の
事
業
を
今

後
共
有
し
な
が
ら
、
町
民

の
意
識
高
揚
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

教
育
費

Ａ
Ｌ
Ｔ
１
名
増
員
の
　

成
果
は

竹
田
委
員

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助

手
）
を
小
学
校
に
１
名
増

員
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

成
果
が
あ
る
か
。

教
育
長

３
・
４
年
生
の

外
国
語
活
動
、

５
・
６
年
生
の
外
国
語
の

授
業
全
て
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配

置
で
き
た
。
白
鷹
町
の
特

徴
と
し
て
45
分
授
業
を

15
分
ず
つ
３
日
に
分
け
て
、

で
き
る
だ
け
毎
日
英
語
の

時
間
を
設
け
、
そ
の
際
に

も
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
て
い

令
和
２
年
度
決
算
審
査
　
一
般
会
計 

歳
出
（
支
出
）
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る
。
さ
ら
に
授
業
の
時
間

だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
給
食
を
食
べ
た

り
と
学
校
教
育
活
動
全
体

を
通
じ
、
日
常
的
に
英
語

に
触
れ
る
環
境
づ
く
り
が

で
き
て
い
る
。

白
鷹
学
講
座

横
山
委
員

白
鷹
学
講
座

開
催
支
援
事

業
補
助
金
の
実
績
は
。

教
育
次
長

件
数
は
２
件
。

童
話
作
家
の

講
演
会
、
瑞
龍
院
と
町
の

歴
史
文
化
に
関
す
る
講
演

会
（
写
真
）
に
交
付
し
た
。

横
山
委
員

補
助
金
を
活

用
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
ほ
し
い
が
、
ピ
ー

ア
ー
ル
な
ど
に
工
夫
は
あ

る
か
。

教
育
次
長

自
分
た
ち
で

講
演
会
な
ど

を
企
画
し
た
い
と
い
う
声

も
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
補

助
金
方
式
に
変
え
た
。

　
町
報
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し

ピ
ー
ア
ー
ル
を
図
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
実
施
を

控
え
て
い
る
と
思
う
。

予
備
費

予
備
費
の
使
い
み
ち

小
口
委
員

決
算
額
に
お

い
て
予
備
費

か
ら
約
１
億
円
が
使
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は

何
か
。

総
務
課
長
補
佐

感
染
症
対

策
に
約
３

９
０
０
万
円
、
経
済
対
策

に
約
６
１
０
０
万
円
、
豪

雨
災
害
対
応
に
約
２
０
０

万
円
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
迅
速
か

つ
適
切
な
対
応
が
で
き
た

と
認
識
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
運
営
　

基
金
に
つ
い
て

奥
山
委
員

基
金
を
取
り

崩
し
て
運
営

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
状

況
と
課
題
は
。

町
民
課
長

令
和
元
年
度

か
ら
高
い
標

準
税
率
が
示
さ
れ
た
が
、

白
鷹
町
で
は
国
民
健
康
保

険
税
率
を
上
げ
る
こ
と
な

く
、
不
足
分
は
基
金
か
ら

の
充
当
に
よ
っ
て
運
営
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年

度
は
最
終
的
に
は
３
０
０

０
万
円
を
基
金
に
積
み
立

て
し
た
が
、令
和
３
年
度
か

ら
は
税
率
引
き
上
げ
の
改

正
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

奥
山
委
員

安
定
的
に
運

営
す
る
た
め
、

基
金
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
民
課
長

あ
る
程
度
の

積
み
立
て
は

必
要
か
と
思
う
が
、
一
気

に
税
率
を
上
げ
て
基
金
を

積
み
増
し
す
る
と
い
う
こ

と
は
困
難
で
あ
る
の
で
、

必
要
と
さ
れ
る
納
付
金
額

を
賄
え
る
よ
う
な
税
率
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
か
と
思
う
。

介
護
保
険

特
別
会
計

介
護
給
付
費
減
少
の
　

要
因
は
何
か

竹
田
委
員

居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
給

付
費
と
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
が
昨
年
度
よ
り

も
減
少
し
て
い
る
。
要
因

は
何
か
。

健
康
福
祉
課
長

要
介
護
・

要
支
援
認

定
者
数
は
８
８
５
人
で
前

年
度
よ
り
18
人
の
減
。
さ

ら
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
る
方
の
平
均
は

４
４
３
人
と
約
40
人
の
減

で
あ
り
、
平
均
寿
命
の
延

び
や
医
療
の
進
歩
に
よ
っ

て
、
当
町
に
限
ら
ず
減
少

傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た

介
護
予
防
教
室
の
実
施
も

効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

竹
田
委
員

利
用
者
数
の

減
少
は
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
に
も
影

響
が
出
る
。
ま
も
な
く
団

塊
の
世
代
の
方
々
が
後
期

高
齢
者
と
な
る
が
、
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長

今
後
65
歳

以
上
の
高

齢
者
数
は
減
少
に
転
じ
て

い
く
が
、
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
数
は
令
和
７
年

度
か
ら
増
加
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
令
和

12
年
頃
か
ら
は
85
歳
以

上
の
人
口
増
加
が
見
込
ま

れ
、
一
定
程
度
の
介
護
基

盤
は
必
要
で
あ
る
。
事
業

者
の
方
々
と
情
報
交
換
し

な
が
ら
考
え
て
い
く
べ
き

と
思
う
。

特別会計

令
和
２
年
度
決
算
審
査
　
一
般
会
計 

歳
出
（
支
出
）　
特
別
会
計 

歳
入
（
収
入
）・
歳
出
（
支
出
）
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水
道
事
業
会
計

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
　
　

ど
の
よ
う
な
内
容
か

奥
山
委
員

水
道
事
業
経

営
戦
略
の
事

後
検
証
に
、
年
度
ご
と
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

上
下
水
道
課
長

効
率
的
で

健
全
な
企

業
経
営
を
目
指
し
、
投
資

財
政
計
画
の
実
施
、
あ
る

い
は
進
捗
状
況
に
つ
い
て

分
析
、評
価
、検
証
を
行
っ

て
い
る
。

奥
山
委
員

水
道
料
金
の

改
定
に
つ
い

て
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お

け
る
今
後
の
考
え
方
は
。

上
下
水
道
課
長

毎
年
度
の

決
算
値
に

基
づ
き
将
来
推
計
の
再
推

計
を
行
う
こ
と
で
、
料
金

改
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
り
、
水

道
経
営
審
議
会
な
ど
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

町
立
病
院

事
業
会
計

医
業
費
用
に
お
け
る
　

課
題
は

奥
山
委
員

医
業
収
益
が

減
少
し
て
い

る
な
か
、
医
業
費
用
が
増

加
し
て
い
る
が
、
課
題
は

何
か
。
　

病
院
事
務
局
長

主
に
経
費

が
増
加
し

た
も
の
で
あ
り
、
医
療
機

器
の
購
入
の
際
に
は
、
保

守
費
用
に
つ
い
て
も
十
分

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
材
の
確
保
に
つ
い
て

奥
山
委
員

医
師
不
足
が

叫
ば
れ
て
い

る
な
か
、
研
修
医
の
受
け

入
れ
を
す
る
こ
と
が
医
師

確
保
に
効
果
が
あ
る
と
思

う
が
、
状
況
は
ど
う
か
。
　

病
院
事
務
局
長

毎
年
10
人

以
上
、
月

平
均
一
人
以
上
の
研
修
医

が
、
町
立
病
院
で
１
ヵ
月

の
地
域
医
療
研
修
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
将
来

本
町
に
来
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
は
、
な
か
な
か

見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
　

奥
山
委
員

ほ
か
に
人
材

確
保
に
お
い

て
課
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

病
院
事
務
局
長

薬
剤
師
の

確
保
も
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
採
用

に
つ
い
て
は
ほ
か
の
病
院

の
状
況
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
う
ま
く
い
く
方

法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
実
質
収
支
は
６
億
５
６

６
９
万
２
千
円
の
黒
字
と

な
り
、
実
質
収
支
比
率
は
、

前
年
度
に
比
べ
１
・
３
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
、
13
・
３
％

と
な
っ
た
。

　
経
常
収
支
比
率
は
、０
・

３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
89
・

２
％
と
な
り
、
80
％
台
は

維
持
し
て
い
る
も
の
の
硬

直
化
は
続
い
て
い
る
。

　
上
昇
が
続
い
て
い
た
町

債
残
高
は
、
発
行
額
が
償

還
額
を
下
回
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
１
億
８
２
５
５
万

６
千
円
減
少
し
た
が
、
実

質
公
債
費
比
率
は
８
・

７
％
と
前
年
度
に
比
べ

０
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

た
。

　
主
な
事
業
で
は
、
子
育

て
支
援
、
小
中
学
校
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
や
郷
土
資
料
館

の
整
備
、
若
者
定
住
を
促

進
す
る
移
住
・
定
住
対
策
、

町
道
や
橋
梁
の
長
寿
命
化

対
策
な
ど
積
極
的
に
事
業

が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
評

価
す
る
。

　
当
年
度
は
「
第
６
次
白

鷹
町
総
合
計
画
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
年
で
あ
る
。

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
が
、
共
創
の
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
の
下
、
新

た
な
課
題
を
克
服
し
な
が

ら
、
町
政
の
発
展
と
町
民

の
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ

る
よ
う
一
層
の
努
力
を
望

む
。

計
画
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
町
政
の
発
展
と
町
民

の
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

代
表
監
査
委
員
　
竹
田
　
謙
一

監
査
委
員
　
　
　
丸
川
　
雅
春

監
査
意
見

公営企業
会計

令
和
２
年
度
決
算
審
査
　
公
営
企
業
会
計 

歳
入
（
収
入
）・
歳
出
（
支
出
）　
監
査
意
見
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６
次
産
業
化
支
援

金
田
委
員

６
次
産
業
化

事
業
が
拡
大

し
て
い
る
理
由
は
。

当
局

今
年
度
か
ら
要
綱

を
見
直
し
、
補
助

率
も
３
分
の
２
と
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
近
年
は

年
間
２
件
ほ
ど
の
応
募
だ

が
今
年
は
４
件
の
応
募
が

あ
り
、
追
加
で
計
上
し
た
。

修
学
旅
行
の
代
替
案

笹
原
委
員

修
学
旅
行
は

中
止
と
な
り
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
町
が
補

助
し
た
が
、
旅
行
の
代
替

案
は
考
え
て
い
る
か
。

当
局

修
学
旅
行
が
中
止

と
な
っ
た
場
合
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
。

そ
の
結
果
と
感
染
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
庄
内
方

面
へ
の
日
帰
り
研
修
を
予

定
し
て
い
る
。

ス
キ
ー
場
運
営
委
託

横
山
委
員

ス
キ
ー
場
の

運
営
が
直
営

か
ら
委
託
に
代
わ
る
よ
う

だ
が
、
町
民
へ
の
影
響
は
。

当
局

不
規
則
な
勤
務
形

態
の
た
め
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
に
そ

ぐ
わ
ず
見
直
す
も
の
。
ス

キ
ー
場
全
体
の
運
営
は
町

が
行
う
た
め
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
と
思
う
。

体
育
施
設
の
修
繕

丸
川
委
員

保
健
体
育
施

設
修
繕
費
の

内
訳
は
。

当
局

蚕
桑
紬
パ
ー
ク
の

換
気
窓
の
開
閉
設

備
修
繕
、
旧
中
山
小
学
校

体
育
館
の
修
繕
と
清
掃
ほ

か
で
あ
る
。

補正
予算

一般会計補正の主なもの

６次産業化に追加補正

デジタル推進事業	 100万円
　各地区コミュニティセンターで行う
　スマートフォン教室等への対応
鮎貝地区コミュニティセンター大規模改修事業	
	 	 8300万円
　空調設備など大規模改修工事
がん検診推進事業	 63万円
　重粒子線によるがん治療における公的医療保
険の適用外となる治療への支援
白鷹町新型コロナワクチン接種事業
	 	 1797万円
　ワクチン接種協力医療機関への協力金ほか
６次産業化支援事業	 50万円
　６次産業化支援枠の追加
気象災害等対策生産資材緊急支援事業
	 	 1080万円
　４月の凍霜、５月以降の降ひょうなどにより
被害を受けた農業者への支援
飲食店利用促進事業（感染症対応）	 1600万円
　需要拡大に向けた町内飲食店への支援
追分味噌田線道路改良事業	 1400万円
　狭くなっている部分の改良と側溝の工事
学校管理費（感染症対応・修学旅行等補助）
	 	 150万円
　感染症の影響を受けた保護者の支援
文化財保護対策費	 457万円
　昨年の豪雨災害で被災した町文化財（諏訪神
社）の復旧支援
保健体育施設費	 383万円
　保健体育施設の修繕
	 	 など

◎財源は、国・県支出金、繰越金、町債などで
対応します。

質
　
疑

令和３年度補正予算総括表

会計項目 補正額 補正後の額

一 般 会 計 2億2300万円 89億2300万円

特
別
会
計

下 水 道 470万円 4億6634万円

国民健康保険 104万円 14億9606万円

農業集落排水 238万円 1億7499万円

介 護 保 険 5575万円 17億8298万円

（万円未満は端数調整）蚕桑紬パーク

補
正
予
算
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●十王地内の町道認定
集落内の生活安全確保などのため、町道に
認定するもの。

条 例

●国に対し、「国連で採択された核兵器禁
止条約への日本政府の署名と批准を求め
る意見書」の提出を求める請願
請 願 者　原水爆禁止西置賜協議会
　　　　　代表　青木　慶一
紹介議員　関　千鶴子

審査過程
　付託委員会　総務厚生常任委員会
　委員長報告　継続審査
　賛成討論　　なし
　反対討論　　なし

＝全員賛成により、継続審査＝

●固定資産税の課税免除に関する条例の
制定
過疎地域の持続的発展の支援に関する特別
措置法に基づき、一定の事業用資産の取得
などをした製造業などの固定資産税を３年
間、申請に基づき課税免除する。

●固定資産税の課税免除に関する条例の
改正
地域経済けん引事業の促進のための固定資
産税の課税免除条例の、対象となる資産の
取得期限を令和５年３月31日に延長する。

●地域交流施設の設置及び管理条例の改正
地域交流施設の構成施設に｢地域交流広場｣
を加える。

　ほか２件

町道認定

路線名
山王南線

起点
十王字山王南
2824-1

終点
十王字山王南
2824-7

人 事
●白鷹町教育委員会委員
渡辺　久美 氏（荒砥甲）
任期満了（９月30日）に伴い、引き続き
任命するもの。

●白鷹町固定資産評価審査委員会委員
舩山　義彦 氏（畔藤）
任期満了（９月25日）に伴い、引き続き
任命するもの。

●人権擁護委員
嶋林　淳子　氏（荒砥甲）
菅　　文隆　氏（山口）
任期満了（12月31日）に伴い、引き続き
推薦するもの。

請 願
●米の需給調整に関する請願
請 願 者　山形おきたま農業協同組合
　　　　　代表組合長理事　若林　英毅
　　　　　山形おきたま農協農政対策本部
　　　　　白鷹地区本部長　丸川　正博
紹介議員　菅原隆男、金田　悟

審査過程
　付託委員会　産業建設常任委員会
　委員長報告　採択すべきもの
　賛成討論　　なし
　反対討論　　なし

＝全員賛成により、採択＝

表
　
　紙

誰
も
が
主
役

　荒
砥
小
学
校
運
動
会

　
９
月
21
日
、
秋
晴
れ
の

な
か
荒
砥
小
学
校
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
縮
小
・
延
期
さ

れ
る
な
か
、
感
染
対
策
を

し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら

開
催
さ
れ
た
運
動
会
。

　
大
会
で
は
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
や
悔
し
そ
う
な
表

情
を
拝
見
で
き
ま
し
た

が
、
そ
の
影
に
は
、
ご
家

庭
や
先
生
の
ご
苦
労
、
葛

藤
や
挑
戦
が
あ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
背

に
受
け
て
、
白
鷹
町
の
子

ど
も
た
ち
は
伸
び
や
か
に

大
き
く
育
つ
こ
と
で
し
ょ

う
。

条
例
・
契
約
・
人
事
・
請
願
・
表
紙
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今
後
ど
う
し
て
い
く
か

問

今
年
度
、
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
財
団
へ

１
億
円
の
出

し
ゅ
つ
え
ん捐

が
認
め
ら

れ
た
。
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
指
導
や
助
言
を
行
っ

た
の
か
。

町
長

月
例
会
で
経
営
状

況
を
伺
い
、
観
光

協
会
の
意
見
も
踏
ま
え
、

誘
客
に
向
け
た
企
画
を
提

案
し
た
り
、
支
援
制
度
の

情
報
提
供
に
努
め
て
き
た
。

問

今
後
ど
う
し
て
い

く
の
か
。

町
長

観
光
施
設
全
般
に

つ
い
て
、
民
間
事

業
者
と
の
意
見
交
換
を
通

し
て
、
有
効
活
用
の
可
能

性
を
調
査
し
た
い
。

設
置
者
の
責
任

問

今
後
も
設
置
者
の

責
任
と
し
て
財
団

と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
の
か
。

商
工
観
光
課
長

設
置
者
と

し
て
の
責

任
は
当
然
あ
る
が
、
経
営

は
財
団
の
責
任
で
や
っ
て

い
た
だ
く
。
た
だ
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
や
協
議
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。問

危
機
感
を
財
団
職

員
と
共
有
で
き
て

い
る
か
。

商
工
観
光
課
長

会
議
時
の

事
項
は
上

司
か
ら
部
下
へ
伝
達
さ
れ

て
い
る
が
、
徹
底
に
つ
い

て
再
度
促
し
た
。

町
内
へ
の
影
響

問

経
営
が
悪
化
し
た

際
の
影
響
は
。

商
工
観
光
課
長

パ
レ
ス
松

風
へ
の
納

入
業
者
の
約
60
％
、
40
社

余
り
が
町
内
の
取
引
業
者

で
あ
り
、
す
で
に
多
方
面

に
影
響
が
出
て
い
る
と
捉

え
て
い
る
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用

問

パ
レ
ス
松
風
の
強

み
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

商
工
観
光
課
長

町
内
を
一

望
で
き
る

眺
望
の
よ
さ
や
、
自
然
の

中
で
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
た
り
、
屋
外
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
も
充
実
し
た

り
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
捉

え
て
い
る
。

問

強
み
を
生
か
す
に

は
外
部
の
発
想
も

大
事
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
用
は
。

商
工
観
光
課
長

過
去
に
数

日
導
入
し

た
が
、
継
続
し
た
力
と
し

て
生
か
し
き
れ
な
か
っ
た
。

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
地
域
活
性
化
企

業
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
材
の
確
保
が
で
き
る
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

町
長

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

役
割
も
多
種
多
様

で
あ
り
、
ど
う
選
択
し
て

い
く
か
、
我
々
の
課
題
で

あ
る
。

お
客
様
目
線
で
の
議
論

問

ど
う
い
う
職
員
集

団
で
あ
っ
て
ほ
し

い
か
。

商
工
観
光
課
長

経
営
の
わ

か
る
人
材

も
必
要
だ
が
、
実
態
を
捉

え
て
自
ら
考
え
て
実
行
で

き
、
目
標
が
共
有
さ
れ
、

き
ち
ん
と
取
り
組
め
る
よ

う
な
組
織
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。問

将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
役
割
も

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
期

待
し
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長

地
域
商
社

事
業
や
地

域
づ
く
り
人
材
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
と
な
る
体
制
づ

く
り
な
ど
、
新
た
に
雇
用

を
生
み
出
し
て
い
く
よ
う

な
事
業
に
も
関
わ
っ
て
ほ

し
い
。

問

今
後
、
経
営
を
改

善
し
結
果
を
出
し

て
い
く
に
は
、
お
客
様
目

線
で
の
議
論
が
大
事
で
は

な
い
か
。

町
長

町
民
の
皆
さ
ん
の

目
線
と
同
じ
に
し
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
施
設
に
な
る
よ
う
努
力

し
な
が
ら
、
一
番
い
い
方

法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

お客様目線で経営改善を探れ
～（一財）白鷹町アルカディア財団の今後の経営について～
町長　民間事業者と意見交換し、有効活用の可能性を調査する

竹田雅彦議員

録画を配信

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等
の
報
告
・
説
明
を
求
め
、

政
策
の
提
言
や
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）
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町
当
局
の
説
明

【
概
要
】

　
白
鷹
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は
、

平
成
30
年
度
を
も
っ
て
第

１
期
の
５
年
間
が
完
了
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
第
２

期
で
は
引
き
続
き
、「
２
０

４
０
年
に
約
１
万
５
０
０

人
の
人
口
確
保
」
の
展
望

に
立
ち
、
活
力
あ
る
社
会

を
維
持
す
る
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。

【
成
果
目
標
の
評
価
】

　
Ａ
～
Ｄ
の
４
段
階
評
価

を
実
施
。
Ａ
・
Ｂ
評
価
は

51
項
目
中
41
項
目
で
、
一

定
の
進
捗
が
あ
っ
た
。
Ｃ
・

Ｄ
評
価
は
10
項
目
。
対
応

策
を
検
討
し
、
目
標
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
。

Ｄ
評
価
の
項
目

①�

森
林
経
営
計
画
策
定
の

増
②�

町
立
病
院
の
収
支
の
黒

字
化

③
芸
術
祭
参
加
率
の
増

④�

縁
の
あ
る
市
町
村
と
の

交
流
者
の
増

⑤�

人
口
の
社
会
減
の
抑
制

⑥�

技
能
検
定
特
級
合
格
者

数
⑦
若
者
の
創
業

⑧�

伝
統
工
芸
後
継
者
の
確

保

質
　
疑

低
評
価
の
目
標
変
更
は

委
員

低
評
価
の
も
の
は

目
標
数
値
の
変
更

を
考
え
て
い
る
か
。

当
局

コ
ロ
ナ
の
影
響
の

前
に
設
定
し
た
指

標
で
あ
る
が
、
影
響
が
長

期
化
す
れ
ば
目
標
も
含
め

て
考
え
た
い
。

委
員

伝
統
工
芸
後
継
者

の
確
保
は
１
名
の

目
標
が
あ
る
が
、
深
山
和

紙
な
の
か
。
他
に
も
業
種

が
あ
る
の
か
。

当
局

ど
の
分
野
と
い
う

想
定
は
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
じ

て
、
次
の
代
の
担
い
手
の

可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た

い
。

町
当
局
の
説
明

【
趣
旨
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋

ぐ
こ
と
が
で
き
る
「
モ

ノ
」、巨
大
で
複
雑
な
デ
ー

タ
、
人
工
知
能
な
ど
の
情

報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ

り
、
町
民
の
生
活
の
質
や

産
業
分
野
の
生
産
性
の
向

上
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
策
定
す
る
も
の
。

【
推
進
期
間
】

○
令
和
６
年
度
ま
で
。

【
基
本
的
な
考
え
方
】

〇
目
標

　
情
報
通
信
技
術
の
利
活

用
に
よ
る
「
共
創
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
拡
大
・
加
速

〇
取
り
組
み
事
項

①
町
内
産
業
の
活
性
化

②�

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

③
安
全
・
安
心
の
確
保

④
行
政
の
効
率
化

質
　
疑

デ
ジ
タ
ル
格
差
へ
の
対
応

委
員

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
町
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
に
す
る
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

当
局

す
ぐ
に
対
応
が
で

き
な
い
方
に
は
、

従
来
の
手
続
き
と
並
行
し

て
徐
々
に
移
行
し
、
町
民

に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う

な
周
知
も
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

委
員

効
率
化
に
な
れ
ば

時
間
が
生
ま
れ
、

人
が
余
っ
て
く
る
。
効
率

化
し
た
先
の
姿
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

当
局

効
率
化
に
よ
っ
て
、

事
務
処
理
の
時
間

を
減
ら
し
、
町
民
と
対
話

等
を
す
る
部
分
に
注
力
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

活
力
あ
る
社
会
維
持
の
た
め
に

第
６
次
白
鷹
町
総
合
計
画
の
成
果
目
標
に
対
す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会　
９
月
９
日

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

白
鷹
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
方
針
の
概
要
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
他

〇�

鷹
山
地
区
拠
点
施
設
整

備
事
業
基
本
構
想
（
中

間
報
告
）

〇�

白
鷹
町
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
（
案
）

〇�

白
鷹
町
国
民
健
康
保
険

の
運
営
状
況

〇�

第
２
期
健
康
と
福
祉
の

里
構
想

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
は
２
部
門
に
分
か
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。

総
務
厚
生
（
総
務
課
・
企
画
政
策
課
・
税
務
出
納
課
・
町
民
課
・
健
康
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
・
病
院
・
議
会
・
監
査
・
消
防
）
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町
当
局
の
説
明

【
こ
れ
ま
で
】

　
パ
レ
ス
松
風
に
つ
い
て

は
、
温
泉
施
設
を
主
と
し

た
保
養
セ
ン
タ
ー
機
能
の

整
備
後
、
宿
泊
・
宴
会
施

設
を
主
と
し
た
魅
力
化
機

能
の
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
た
。

【
現
状
】

　
令
和
２
年
度
決
算
や
第

１
四
半
期
の
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
再
整
備
よ
り
、

白
鷹
町
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財

団
自
体
を
ど
う
す
る
か
を

優
先
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

【
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
】

　
※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
を
実
施
し
、
専

門
的
ス
キ
ル
の
あ
る
民
間

事
業
者
へ
の
指
定
管
理
の

変
更
や
再
整
備
、
収
益
が

見
込
め
経
営
が
可
能
か
を

調
査
す
る
。

　
再
整
備
は
並
行
し
て
進

め
る
。

質
　
疑

並
行
し
て
進
め
る
の
か

委
員

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
後
に
再
整
備

の
検
討
を
進
め
る
べ
き
。

な
ぜ
並
行
し
て
進
め
る
の

か
。

当
局

パ
レ
ス
松
風
は
34

年
が
経
ち
、
劣
化

が
進
ん
で
い
る
。
湯
量
も

安
定
し
な
い
た
め
、
温
泉

掘
削
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
並
行
し

て
進
め
た
い
。

町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

委
員

ど
う
す
れ
ば
利
用

し
た
く
な
る
か
、

町
民
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
て
は
ど
う
か
。

当
局

お
客
様
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
町
民
全
体
へ

は
ど
う
か
と
思
う
。

委
員

町
民
へ
の
調
査
も

重
要
だ
と
思
う
が
。

町
長

ご
意
見
を
い
ろ
い

ろ
伺
わ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
方
向
性
を

探
ら
せ
て
い
た
た
だ
き
た

い
。※�

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

　
市
場
調
査

　
民
間
事
業
者
と
の
意
見

交
換
を
通
し
、事
業
に
対
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

や
意
見
を
把
握
す
る
調
査

町
当
局
の
説
明

【
経
過
】

○�

６
次
産
業
化
推
進
戦
略

に
基
づ
き
、
推
進
拠
点

の
整
備
に
向
け
、
検
討

委
員
会
や
農
業
者
、
関

係
機
関
と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
検
討
を
進
め

て
き
た
。

【
整
備
内
容
（
案
）】

○
施
設
概
要

・
規
模
　
１
２
０
坪
程
度

・�

場
所
「
食
と
農
村
交
流

施
設
」
周
辺

○
拠
点
機
能

・�

食
品
検
査
機
器
な
ど
を

共
同
で
利
用
で
き
る
部

分
と
、
個
別
利
用
部
分

を
整
備
。

・�

商
品
開
発
や
販
路
拡
大

等
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
る
人
材
を
配
置
。

○
管
理
　

・�

指
定
管
理
者
制
度
を
活

用
し
、
民
間
が
運
営
。

質
　
疑

求
め
ら
れ
る
人
材
は

委
員

ど
の
よ
う
な
能
力

の
あ
る
方
を
配
置

し
た
い
の
か
。

当
局

経
営
や
機
械
設
備

な
ど
す
べ
て
包
含

で
き
る
方
が
あ
り
が
た
い

が
、
特
に
食
品
管
理
に
詳

し
い
方
を
考
え
て
い
る
。

委
員

販
路
拡
大
の
人
材

も
必
要
で
は
。

当
局

販
路
拡
大
に
詳
し

い
地
域
づ
く
り
協

力
隊
が
い
れ
ば
お
願
い
し

た
い
し
、
商
工
会
の
ご
協

力
も
お
願
い
し
た
い
。

待
ち
に
待
っ
た
施
設

委
員

６
次
産
業
化
を
目

指
す
人
に
は
待
ち

に
待
っ
た
施
設
。
施
設
を

貸
す
期
間
は
ど
う
考
え
る

か
。

当
局

機
器
な
ど
の
使
用

は
時
間
制
限
と
し
、

貸
し
工
房
は
年
間
単
位
と

し
た
い
。

既
存
生
産
者
の
利
用
は

委
員

現
在
６
次
産
業
に

取
り
組
ん
で
い
る

方
と
の
整
合
性
は
。
そ
の

方
も
利
用
で
き
る
の
か
。

当
局

そ
の
よ
う
な
方
々

か
ら
も
要
望
を
伺
っ

て
整
備
し
た
い
。
活
用
し

て
ほ
し
い
。

町
長

い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
産
業
と
し
て
育
て
ら

れ
る
よ
う
進
め
た
い
。

前
進
す
る
か
、６
次
産
業
化

６
次
産
業
化
推
進
拠
点
施
設
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会　
９
月
10
日

そ
の
他

○�

白
鷹
町
森
林（
も
り
）

と
つ
な
が
る
暮
ら
し
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
つ
い
て

〇�

伝
統
工
芸
の
村
に
つ
い
て

○�

白
鷹
町
都
市
計
画
用
途

地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

民
間
事
業
者
と
の
意
見
交
換
実
施
へ

ふ
る
さ
と
森
林
公
園
再
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
は
２
部
門
に
分
か
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
農
林
課
・
商
工
観
光
課
・
建
設
課
・
上
下
水
道
課
）
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森
林
集
約
の
加
速
化
な
る
か

森
林
・
林
業
再
生
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会　
８
月
26
日

町
当
局
の
説
明

【
背
景
】

　
放
射
線
治
療
の
一
種
で
、

が
ん
に
集
中
的
に
照
射
可

能
な
た
め
、
ほ
か
の
臓
器

へ
の
影
響
な
ど
の
副
作
用

が
少
な
く
、
短
時
間
で
の

治
療
が
可
能
で
あ
る
一
方
、

医
療
保
険
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
肺
が
ん
な
ど
の

治
療
費
は
高
額
と
な
る
。

【
目
的
】

　
重
粒
子
線
が
ん
治
療
を

希
望
す
る
町
民
が
、
治
療

を
受
け
や
す
い
環
境
と

な
る
よ
う
、
医
療
保
険
が

適
用
さ
れ
な
い
治
療
費
の

一
部
に
つ
い
て
助
成
を
行

う
。

【
事
業
内
容
】

　
照
射
治
療
費
の
２
割
を

上
限
に
助
成
す
る
。

質
　
疑

治
療
費
は

委
員

治
療
費
は
、
１
回

に
つ
き
３
１
４
万

円
か
。
数
回
で
も
金
額
に

変
動
は
な
い
の
か
。

当
局

照
射
の
回
数
に
関

わ
ら
ず
、
１
回
の

方
も
複
数
回
の
方
も
３
１

４
万
円
で
あ
る
。

ガ
ン
治
療
の
患
者
負
担
軽
減

重
粒
子
線
が
ん
治
療
患
者
支
援
事
業
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
協
議
会　
８
月
26
日

町
当
局
の
説
明

　
満
12
歳
か
ら
15
歳
の
接

種
に
つ
い
て
、
接
種
希
望

者
は
87
・
９
％
で
あ
り
、

９
月
中
に
２
回
の
接
種
が

完
了
す
る
予
定
。

質
　
疑

特
別
視
へ
の
対
応
は

委
員

13
％
は
接
種
を
希

望
し
て
い
な
い
。

学
校
で
、
接
種
し
な
い
子

ど
も
へ
の
特
別
視
が
懸
念

さ
れ
る
が
。

誹ひ

ぼ

う謗
、
中
傷
、
差

別
が
無
い
よ
う
、

保
護
者
全
員
に
通
知
を

出
し
た
。
学
校
で
接
種
の

有
無
の
情
報
収
集
は
し

な
い
よ
う
注
意
喚
起
し

て
い
る
。

時
代
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
へ

執
行
部
へ
の
反
問
権
付
与
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議

会
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
議
会
）
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会　
９
月
16
日

【
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
視
察
研
修
】
９
月
21
日

　
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
朝
日
町
議
会
か
ら
説
明

を
受
け
て
き
た
。
実
施
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

満
12
歳
か
ら
15
歳
も
接
種
へ

感
染
症
対
策
本
部
・
緊
急
経
済
対
策
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

全
員
協
議
会　
８
月
26
日

そ
の
他

○�

白
鷹
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
（
案
）

○
介
護
保
険
料
の
事
務
誤
り

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
他

○�

鮎
貝
地
区
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

○�

保
育
料
段
階
的
負
担
軽

減
事
業

○�

歴
史
民
俗
資
料
館
の
状
況

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

町
当
局
の
説
明

　
森
林
集
約
施
業
を
進
め

る
た
め
、
次
の
事
業
を
前

倒
し
し
て
取
り
組
む
。

【
各
事
業
の
概
要
】

①�

森
林
集
約
施
業
加
速
化

支
援
事
業

　
地
権
者
組
合
な
ど
を
対

象
に
、
集
約
化
に
係
る
費

用
の
一
部
を
支
援
。

②�

森
林
経
営
計
画
樹
立
促

進
事
業

　
計
画
樹
立
に
向
け
、
費

用
の
一
部
を
支
援
。

③�

森
林
学
習
副
読
本
作
成

事
業

　
小
学
生
対
象
。

質
　
疑

補
助
内
容
は

委
員

ど
の
よ
う
な
業
務

へ
の
補
助
か
。

当
局

境
界
策
定
作
業
の

準
備
経
費
や
森
林

境
界
立
ち
合
い
に
係
る
経

費
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

副
読
本
の
活
用
は

委
員

森
林
学
習
副
読
本

は
ど
の
よ
う
な
活

用
を
考
え
て
い
る
か
。

当
局

小
学
３
、
４
年
生

の
総
合
学
習
な
ど

で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
他

○
気
象
災
害
対
策

○�

公
開
質
問
状
へ
の
回
答

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

当
局

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
　
閉
会
中
の
動
き



　
白
鷹
町
の
議
会
に
は
、

地
方
自
治
法
に
よ
り
、
説

明
を
す
る
者
と
し
て
、
監

査
委
員
も
出
席
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
監
査
委
員
の
あ

れ
こ
れ
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
委
員
の
構
成

　
監
査
委
員
は
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、
自

治
体
の
長
が
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
す
る
も
の
で
、

定
数
は
町
村
の
場
合
原
則

と
し
て
２
名
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
で
は
、
町
の

財
政
管
理
や
事
業
の
経
営

管
理
な
ど
に
優
れ
た
識
見

を
有
す
る
者
か
ら
選
任
さ

れ
た
委
員
（
識
見
委
員
）

と
議
会
議
員
か
ら
選
任
さ

れ
た
委
員
（
議
選
委
員
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
任
　
　
期

　
識
見
委
員
は
４
年
、
議

選
委
員
は
議
員
の
任
期
に

よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
役
　
　
割

　
監
査
委
員
は
、
町
長
や

議
会
か
ら
独
立
し
た
立
場

で
、
地
方
自
治
法
に
基
づ

き
、
町
監
査
基
準
を
策
定

し
ま
す
。
そ
し
て
、
町
の

財
務
に
関
す
る
事
務
の
執

行
や
、
経
営
に
係
る
事
業

の
管
理
な
ど
が
法
令
な
ど

に
基
づ
い
て
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
予

算
の
執
行
が
計
画
的
か
つ

効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る

か
と
い
う
観
点
か
ら
監
査

を
行
な
い
、
町
長
に
意
見

書
ま
た
は
報
告
書
を
提
出

し
ま
す
。
な
お
、
本
町
に

お
い
て
は
、
議
選
委
員
は

決
算
特
別
委
員
会
の
構
成

員
と
な
ら
な
い
た
め
、
９

月
定
例
会
で
行
わ
れ
る
決

算
特
別
委
員
会
に
は
出
席

し
て
い
ま
せ
ん
。

●
主
な
監
査
等
の
種
類

・
例
月
出
納
検
査

　
会
計
管
理
者
、
公
営

企
業
管
理
者
の
現
金
の

出
納
事
務
な
ど
を
毎
月

検
査
し
ま
す
。

・
決
算
審
査

　
前
年
度
の
各
課
に
お

け
る
予
算
の
執
行
、
事

業
の
経
営
を
審
査
し
ま

す
。

　
監
査
意
見
書
を
作
成

し
、
町
長
、
議
長
に
提

出
し
ま
す
。（
10
ペ
ー
ジ

参
照
）
ま
た
、
議
会
９

月
定
例
会
本
会
議
に
お

い
て
、
代
表
委
員
が
監

査
意
見
を
述
べ
ま
す
。

知れば得する“ぎかい”のキホン
第
９
回

監
査
委
員
の
役
割

・
定
例
監
査

　
当
年
度
の
各
課
に
お

け
る
予
算
の
執
行
、
事

業
の
経
営
を
２
期
に
分

け
て
審
査
し
ま
す
。

　
監
査
報
告
書
を
町
長

と
議
長
に
提
出
し
ま
す
。

・
財
政
健
全
化
判
断
比
率

審
査

　
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
が

適
正
に
算
定
さ
れ
て
い

る
か
を
審
査
し
ま
す
。

　
監
査
報
告
書
を
町
長

と
議
長
に
提
出
し
ま
す
。

・
住
民
の
監
査
請
求
に
よ

る
監
査

　
町
長
や
職
員
の
業
務

上
の
不
当
と
思
わ
れ
る

行
為
に
つ
い
て
、
住
民

か
ら
請
求
が
あ
る
と
き

に
監
査
し
ま
す
。

・
住
民
の
直
接
請
求
に
基

づ
く
監
査

　
選
挙
権
有
権
者
の
50

分
の
１
以
上
の
署
名
に

よ
る
請
求
が
あ
る
と
き

に
、
事
務
の
執
行
に
つ

い
て
監
査
し
ま
す
。

・
財
政
援
助
団
体
に
対
す

る
監
査

　
監
査
委
員
が
必
要
と

認
め
る
と
き
、
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
な
ど

の
財
政
援
助
に
係
る
出

納
や
事
務
の
執
行
を
監

査
し
ま
す
。

17 議会だよりしらたか　第152号（令和 3 年10月14日発行）
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政策提言は　生かされたのか!?

●提言１　新型コロナウイルス感染症対策について

●提言２　災害対策について　令和２年11月25日に町長に手渡した政策提言（議会だよ
り149号参考）が、どのように生かされ、町民の暮らしに
反映されているか。
　当局から提示された「令和２年度白鷹町議会政策提言
書に対する対応状況について」を掲載します。（抜粋）

追跡追跡追跡追跡
レポートレポートレポートレポート

?

提　言　項　目 町　当　局　の　回　答

1

①�災害時にリアルタイムで状況を伝え
ることのできる緊急情報サービスの
提供に向けた環境整備

◎�実施中のエリアメール、屋外拡声器、緊急配信メール等に加え、
今年度よりインフォメーションアプリを導入する。高齢者世
帯に戸別受信機の配備を進め、避難指示等の災害情報を的確
に伝達する体制整備を図る。

②�十分な感染症拡大防止対策を講じな
がら、避難所でも情報伝達・収集で
きる整備

◎�受付時の体調チェックや手指消毒等の感染防止対策を徹底。
また、各コミュニティセンターの避難スペースにテレビを配
備した。Wi-Fi環境の整備を進め、避難者の情報収集環境の改
善に努める。

2
①�地域防災計画の運営マニュアル等の
作成により、防災に対する町民の関
心・理解を図ること

◎�災害発生時にスムーズに活動をいただけるような体制づくり
の支援を継続していく。

3
①�豪雨災害の箇所については、現況復
旧に加え改良復旧にも取り組めるよ
うに国・県に強い働きかけ

◎�早急な災害復旧工事の実施に加え、再被災防止のための被災
原因除去や改良復旧方法等を検討し、国・県に要望する。

4 ①�災害発生時の道路の被害状況を把
握、迅速に対応できる体制づくり

◎�国・県の災害時のパトロール体制も参考にしつつ、迅速に対
応できる体制づくりを検討していく。

5

①�国道348号の路肩崩落など 、重要幹
線道路の早期復旧について国・県へ
の働きかけ

◎�年内の復旧に向け、現在、工事が進められており、今後も引
き続き、発注者である県と連携しながら、早期復旧に努めて
いく。

②�重要課題である国道287号菖蒲、下
山地内の早期完成

◎�昨年度より菖蒲地内において路線測量、詳細設計などが行わ
れている。事業促進に向け、県への要望活動を行っていく。

③西廻
まわ
り幹線道路の早期着工 ◎�昨年度から一般調査が実施されている。引き続き県へ要望を

行い、長井～白鷹間西廻り幹線道路建設促進期成同盟会にお
いても要望活動を行う。

④国道348号の再整備 ◎�令和４年度から本格的な要望、啓発活動を開始していくべく、
年内の期成同盟会設立に向け、協議を重ねながら、準備を進
めていく。

6

①�農繁期に向けての農地等の迅速な災
害復旧

◎�国の災害復旧事業を最大限活用しながら、営農活動に支障が
生じないよう対応していく。

②�農業が将来にわたり希望が持てる産
業として成り立つための各種支援の
充実

◎�国・県の各種施策も有効に活用しつつ、関係機関との連携を
図りながら取り組んでいく。
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政策提言は　生かされたのか!?

●提言１　新型コロナウイルス感染症対策について

●提言２　災害対策について　令和２年11月25日に町長に手渡した政策提言（議会だよ
り149号参考）が、どのように生かされ、町民の暮らしに
反映されているか。
　当局から提示された「令和２年度白鷹町議会政策提言
書に対する対応状況について」を掲載します。（抜粋）

追跡追跡追跡追跡
レポートレポートレポートレポート

?

提　言　項　目 町　当　局　の　回　答

1

①�白鷹町立病院が、町民の安心・安全
のためのよりどころとなるような支
援

◎�感染対策、早期発見早期治療のための検査体制の強化、さら
にはワクチン接種への積極的な取り組みを継続し、町民の皆
様の安心安全を守るべく最大限努力していく。

②�医療従事者と福祉施設職員の肉体
的、精神的負担軽減に向けての支援

◎�休暇を取りやすい環境づくりや、精神的負担がかかることの
無いよう、相談体制の確保に努めていく。

2

①�「新しい生活様式」の定着の啓蒙を
行い、来町しやすい環境づくり

◎�これまで以上に徹底していただき、引き続き、感染状況を注
視しつつ、状況に応じた必要な対応を行う。

②地域コミュニティの希薄化対策 ◎�感染状況を大前提に、感染対策を講じ、地域づくり推進交付
金等により支援をしていく。

3 ①�遠隔授業等の多様な授業形態による
教育の格差が出ないような対策

◎�Wi-Fiルーターの貸出や就学援助などを行い、家庭環境による
教育格差が生じないよう努めている。

4

①�影響を受けた事業者に対し、経営回
復に向けた各種支援策

◎�感染症のまん延状況や町内経済状況を引き続き注視し、必要
な支援策を検討・実施していく。

②�「新しい生活様式」に向けた事業へ
の転換や新ビジネスに挑戦する事業
者への支援

◎�専門家派遣事業による個別企業へ助言、町や国の補助金の利
用案内など、企業の状況に応じた支援を行う。

5
①�移住定住を促す機会と捉え、ニーズ
を調査し、それに即した取り組みの
検討

◎�この機会を逃さず、新たな働き方であるテレワークによる移
住を推進することで、「地方への新しいひとの流れ」につなげ
ていく。
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次
の
定
例
会
は

で
す

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
等
で
議
会
中
継
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
録
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
月
12

議会だよりしらたか　第152号（令和 ３ 年10月14日発行）

笹 原 俊 一
委員長

印刷・長谷川印刷

広報委員

金 田 　 悟
副委員長・編集長

丸 川 雅 春
委員

竹 田 雅 彦
委員

横 山 和 浩
委員

　
よ
も
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
、
こ
れ
ほ
ど
我
々
の

生
活
を
脅
か
す
と
は
…
…
。

し
か
も
短
期
間
で
変
異
を

繰
り
返
し
て
い
く
、
実
に

や
っ
か
い
な
存
在
。

　
本
町
は
９
月
末
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
が
88
％
を
超

え
ま
し
た
。
全
国
的
に
も

致
死
率
は
下
が
り
ま
し
た

が
、
持
病
な
ど
が
あ
る
方

も
含
め
油
断
大
敵
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
な
い

方
々
に
も
十
分
な
配
慮
を

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻
し
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
決
算
特
別
委
員
会
で
検

査
者
の
９
割
弱
が
塩
分
摂

取
量
過
多
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
日
々
の
生
活
習
慣
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
　（
竹
田
）

… 誰もがアートを楽しめる教室を …

輝く地域の力 白鷹の未来を彩る
子ども美術造形教室

はーとあーと

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

さ
ん
の
ほ
か
、
誰
も
が

ア
ー
ト
を
楽
し
め
る
教
室

を
始
め
た
渡
辺
久
美
さ
ん

に
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
で
す
か

さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、

年
齢
や
障
が
い
に
関
係
な

く
、
地
域
と
関
わ
り
な
が

ら
、
絵
画
や
造
形
を
楽
し

む
活
動
で
す
。

　

保
護
者
の
方
も
一
緒
に

活
動
す
る
幼
児
・
小
学
生

ク
ラ
ス
と
、
基
本
的
な

デ
ッ
サ
ン
や
色
彩
構
成
を

学
ぶ
高
校
生
ク
ラ
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
子
そ
の
子
に
合
っ

た
や
り
方
で
進
め
て
い
ま

す
。

活
動
の
き
っ
か
け
は

東
日
本
大
震
災
の
あ
っ

た
２
０
１
１
年
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
ま
し
た
。

　
実
家
の
冠
婚
葬
祭
業
を

手
伝
い
な
が
ら
、
あ
ゆ
ー

む
主
催
の
ア
ー
ト
キ
ッ
ズ

団
の
講
師
や
個
人
の
方
へ

の
絵
画
指
導
を
や
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
何
人
か
の

お
母
さ
ん
方
か
ら
の
要
望

を
受
け
、
新
た
に
教
室
を

設
け
て
み
よ
う
と
、
今
年

か
ら
始
め
ま
し
た
。

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

お
子
さ
ん
が
集
中
し
て

描
い
た
り
作
っ
た
り
し
て

い
る
と
き
は
、
あ
ま
り
声

を
か
け
ず
に
見
守
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

上
手
に
で
き
て
も
で
き

な
く
て
も
、
失
敗
し
て
も

し
な
く
て
も
、
や
っ
て
い

る
過
程
が
大
事
で
す
か
ら
。

　

ア
ド
バ
イ
ス
は
、
き
っ

か
け
を
与
え
る
程
度
に
し

て
、
ど
ん
な
に
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
自
分
で
考
え
て

工
夫
し
た
と
こ
ろ
を
見
つ

け
て
褒
め
て
あ
げ
て
い
ま

す
。
自
分
の
子
ど
も
に
は

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
け

ど
ね（
笑
）。

活
動
で
感
じ
る
こ
と

私
た
ち
大
人
は
、
ア
ー
ト

と
い
う
分
野
を
特
別
扱
い

し
た
が
り
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
は
ご
く
自
然
に
何

の
気
構
え
も
な
く
、
描
い

た
り
作
っ
た
り
し
ま
す
。

心
の
感
じ
る
ま
ま
に
。

　

そ
ん
な
彼
ら
の
姿
や
作

品
か
ら
は
、
私
も
絵
を
描

い
て
い
ま
す
が
、
学
ぶ
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら

生
徒
さ
ん
を
募
集
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

町
報
に
も
掲
載
を
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
へ
ひ
と
こ
と

子
ど
も
た
ち
（
特
に
小

学
校
高
学
年
～
高
校
生
の

多
感
な
時
期
）
に
は
、
い

ろ
ん
な
感
じ
方
・
考
え
方
・

表
現
の
仕
方
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
さ
ま
ざ
ま
な

作
品
を
通
し
て
感
じ
と
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
授
業

の
一
環
で
展
覧
会
を
見
に

行
く
な
ど
、
町
の
施
設
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
が

広
が
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

 

取
材
を
終
え
て 

白
鷹
町
の
文
化
的
な
豊

か
さ
の
一
端
に
触
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
展
覧
会

な
ど
で
多
く
の
作
品
に
出

合
い
、
楽
し
み
た
い
も
の

で
す
ね
。　
　
　
（
横
山
）

渡辺　久美 さん（荒砥地区）

子どもさんと
一緒に楽しんで！

生徒さんの作品
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